
第 26 回本試験ライティング問題 模範解答例 

 

2017 年 11 月 25 日に行われました、第 26 回本試験ライティング問題の模範解答を記載いたします。本試験

ではライティング問題として実際にテーマに沿った文章を作成して頂きます。次回以降の本試験の参考にしてく

ださい。 

 

【解説】ライティング問題は減点方式を採用しています。 

日本クラウドソーシング検定協会ホームページの解答速報および問題例 

（https://crowd-kentei.or.jp/about_test/grading/） 

ではより詳しくライティング問題のルールを記載しておりますので、是非ご参照ください。 

 

模範解答では下記の点などを守っています。 

・キーワードは必ず文中で使用してください。 

・記述すべきテーマから外れないように記述してください。 

・規定された文字数を超えないようにしてください。 

・「です・ます」「である・だ」等表記の統一を行ってください。 

・主語、述語等は正しく使用してください。 

 

【問.1】 クリスマスについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】クリスマスが近くなるとイルミネーションで街が華やかになっているのではないでしょうか。 

 

キーワード 1：イルミネーション 

キーワード 2：プレゼント 

 

【模範解答 1】279 文字 

11 月も後半に近付くと、街にイルミネーションがともり早くもクリスマスの装いを見せることでしょう。 

街の至るところにクリスマスカラーが取り入れられたり、サンタクロースをキャラクターにしたりと華やかなク

リスマス気分を高めてくれます。クリスマスというと子供や恋人などにプレゼントを贈る方も少なくないでしょ

う。最近ではさらに子供や恋人へクリスマスプレゼントを購入するだけではなく、自分自身へのご褒美として高

額な商品をこの時期に買う人も増えているようです。そのため百貨店の店頭ディスプレイや商品ポップ、広告な

ど様々なところで過熱したクリスマス商戦を垣間見ることができます。 

 

【模範解答 2】272 文字 

クリスマスといえば街を綺麗に彩るイルミネーションを見かける方も多いのではないでしょうか。普段の街並み

が沢山のイルミネーションで彩られる光景は、クリスマスをより一層感じさせられるものでしょう。 

また、クリスマスは大切な方や尊敬している方に対してプレゼントを贈る日としても親しまれています。一年に



一度の特別な日にもらうプレゼントはとても嬉しいものですし、贈る際にはメッセージを書いたクリスマスカー

ドを添えることでより感謝の気持ちを伝えられるでしょう。皆さんも是非、クリスマスに大切な方や尊敬してい

る方に素敵なプレゼントを贈ってみてはいかがでしょうか。 

 

【模範解答 3】268 文字 

クリスマスシーズンになるとイルミネーションで彩られたスポットを様々な場所で見ることができます。中でも

大規模なイルミネーションを行っている観光地などでは、毎年多くの観光客などでにぎわいを見せているようで

す。また、このクリスマスシーズンに大切な家族や恋人などにプレゼントを贈る方も多いのではないでしょうか。

その由来ですが、一般的に日本では明治時代よりプレゼントを贈る習慣から始まったといわれています。ですの

で、日常ではなかなか口に出して伝えられない想いをプレゼントに添えて伝える日として、皆さんもクリスマス

を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 

 

【問.2】黒板について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】昔から黒板は学校や学習塾などで使用されております。 

 

キーワード 1：チョーク 

キーワード 2：ホワイトボード 

 

【模範解答 1】246 文字  

黒板というと多くの方が学生時代に授業などで目にしたのではないでしょうか。 

黒板の特長として、使用するチョークの白色は膨張色であり文字が見やすくなるために、授業を集中して受けら

れるという点が挙げられます。さらに板書することでより学習効果を高めるというメリットがあるため、今でも

学校や学習塾などでは黒板を使用しているところが多いといわれています。しかしその反面、チョークによって

手が汚れてしまうなどデメリットもあることからホワイトボードを使用したり、用途に応じて使い分けたりする

学校もあるようです。 

 

 

【模範解答 2】291 文字 

学校や学習塾などの教育現場では、黒板やホワイトボードを使用し授業をしているところがほとんどなのではな

いでしょうか。しかし最近では学校で電子黒板の導入が増えてきているようです。電子黒板は従来の板書はもち

ろん、図表や動画を映し出すことでより視覚的に学習することが可能です。さらにタブレット端末へ簡単に電子

黒板の内容を共有することができるので、授業内容の質を向上させる手段にも有効といえるのではないでしょう

か。この電子黒板を用いた授業が更に浸透していけば、これまでのようなチョークで板書されたものやホワイト

ボードで書かれた内容をノートにまとめるということはなくなっていくのかもしれません。 

 

 



 

【模範解答 3】257 文字 

黒板といえば学校での授業を思い起こす方も多いのではないでしょうか。チョークを用いて授業内容を書くこと

は視覚的にも効果があるとされていることから、今でも黒板は学校で多く使用されているようです。しかし、チ

ョークを使用するために手が汚れる、消しづらいといった短所もあります。そのため粉汚れが少なく、マーカで

書くので消しやすいという長所を持つホワイトボードを使用する学校も少なくありません。黒板にもホワイトボ

ードにもそれぞれの長所と短所があるため、用途に応じて使い分けていくのがよいのではないでしょうか。 

 

 

【問.3】カレンダーについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

＊文字数は下にカウントされていますのでご参照ください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。 

＊キーワードは必ず文章内で使用してください。 

＊書き出し例文は例文ですので、そのまま使用することは禁止です。 

 

【書き出し例文】スケジュール管理をする際、カレンダーを活用する方は多いのではないでしょうか。 

 

キーワード 1：ポスター 

キーワード 2：デジタル 

 

【模範解答 1】245 文字 

昨今スマートフォンやタブレットの普及により、カレンダーのデジタル化が進んでいます。従来のポスター型カ

レンダーとは違い、デジタル型カレンダーではスケジュールを各端末から同期させることができ、日別や週別、

月別など用途に合わせて表示させることが可能です。また、グループでスケジュールの共有もできますので、仕

事や私生活において効率よくスケジュール管理を行えます。そのため自分の業務効率化のためにスケジュールを

しっかり管理したいという方は、デジタル型カレンダーを利用するのが良いのではないでしょうか。 

 

【模範解答 2】251 文字 

カレンダーには卓上型や壁掛け型のポスタータイプからデジタルタイプのものまで様々な種類があります。 

卓上型や壁掛け型は実際にスケジュールを書き込むことができますが、それ以外にもお部屋のインテリアとして

活用している方も多いのではないでしょうか。一方で、デジタルタイプのカレンダーはスマートフォンや PC か

らスケジュールを確認することができ、こちらも多くの方が活用していることでしょう。特にビジネスマンの方

は、営業先訪問や来客訪問などスケジュールを仕事でチェックするために利用している方も多いのではないでし

ょうか。 

 

【模範解答 3】241 文字  

カレンダーをビジネスやプライベートなどで使用している方も多いのではないでしょうか。ビジネスで使用する

ときはスケジュールや時間管理のために、デジタル型カレンダーが重宝されているようです。またプライベート

では、自分の好きなデザインだったり、おしゃれなものであったりとインテリアの一部としてポスター型カレン

ダーを使用する方も多いようです。このようにカレンダーは、ビジネスやプライベートでの様々なシュチュエー

ションで使い分けることも可能なので、多くの方々に重宝されているといわれております。 

 



 

【問.4】防寒対策について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

＊ライティング問題は、コピーアンドペーストはできません。  

＊文字数は下にカウントされています。ご参考下さい。  

＊書き出し例文を参考にして文章を書いてください。書き出し例文をそのまま使用することは禁止です。  

＊この問題にキーワードはありません。自由に記述してください 。  

 

【書き出し例文】12 月に入り、気温が低くなると風邪をひいてしまう方も多いのではないでしょうか。 

 

【模範解答 1】349 文字 

冬に入り急な気温の変化で風邪をひいてしまう方も多いのではないでしょうか。 

ゆったりとした年末年始を過ごすためにも、風邪をひいてしまう前にしっかりとした防寒対策が必要です。 

防寒対策には重ね着をしたり、手袋や耳当てをしたりなど様々な方法があるようです。その中でも重ね着するこ

とで着ぶくれが気になるという方には、カイロを使用するのが良いのではないでしょうか。カイロは肩甲骨や腰

など太い血管が通っている箇所に貼ることで、効果的に全身を温める効果があります。さらに防寒対策だけでな

く、身体のだるさやむくみの改善にもカイロは効果があるようですのでおすすめです。 

また、防寒対策はもちろんこの時期は空気が乾燥しておりますので、手洗いやうがいを徹底し、外部からの菌を

なるべく身体の中に取り入れないように注意しましょう。 

 

【模範解答 2】345 文字 

12 月に入り、気温が低くなると風邪をひいてしまう方も多いのではないでしょうか。 

この冬を乗り切るためにも防寒対策をすることは大切です。例えば保温機能のあるコートや下着などは比較的安

価にて売り出されているので防寒対策におすすめではないでしょうか。また衣類だけでなく、貼るタイプのカイ

ロであったり、塗ると暖かくなるクリームだったりと外出時でも携帯できるグッズもたくさんあります。 

しかし、防寒グッズは数多く種類がありますが、大切なのは使用時に身体のどこを温めるかといわれています。

一般的には首や手首、足首といった冷えを感じやすい箇所を温めるのが効果的で、そのためにマフラーやレッグ

ウォーマー、厚手の靴下など活用するのが良いでしょう。より効果的な防寒対策をおこない、この寒い冬を乗り

切っていきましょう。 

 

【模範解答 3】342 文字 

気温が低くなることで、空気も乾燥しやすくなり、これが風邪を引き起こす要因になるといわれております。そ

のため風邪予防として予防接種をしたり手洗いうがいをしたりすることも大切ですが、防寒対策を徹底すること

も大切です。 

まず室内の防寒対策として、外からの冷たい空気が侵入しないよう窓に断熱シートを貼ったり、床暖房を導入し

たりするなど工夫することで寒さが軽減できるといわれています。その他にもカーテンを閉めながら暖房をかけ

ることで、室内をより一層暖めることができるそうです。またヒーターやストーブなど暖房器具をつけながら就

寝する場合、加湿器やゆるめの靴下を着用して寝ると乾燥対策も行いながら温かくして眠れるといわれておりま

す。是非自分に合った効果的な防寒対策を取り入れてみてはいかがでしょうか。 

 

 

ライティング問題-総評- 



 

第 26 回 WEB ライティング技能検定 本試験を受験頂いた皆様、お疲れ様でした。 

ここでは今回の第 26 回 WEB ライティング技能検定 本試験 ライティング問題の総評をお伝えいたします。 

今回の本試験では、4 択問題において、高得点の方とそうでない方との差が明白に確認できています。また、合

格された方はほぼ高得点でした。4 択問題は引き続き満点を目指す気持ちで学習を続けて下さい。 

 

実技のライティング問題では、クラウドソーシング上では納品物として承認され難く試験上でも大きく減点対象

となる内容（例えば主観的な表現など）が多くみられました。今回惜しくも不合格となってしまった方は、本協

会より案内しております解答速報、総評、また教材などをご参考にライティングスキル向上を目指し、学習に励

んで下さい。 

 

ライティング問題の総評では、より細かく、一部の方の解答を参考にしてご説明いたします。 

まだライティングに自信がない方もライティングに自信がある方も総評を参考に学習して頂ければ幸いです。 

 

＊今回受験頂いた方の中から主な減点対象を抜粋して総評に加えさせて頂いております。 

 

実技 ライティング問題の個別解答に対する減点箇所 

 

問 1 クリスマスについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：イルミネーション キーワード 2：プレゼント 

 

【解答例 1】 

「クリスマスに家族や恋人に対してプレゼントを贈る習慣があります。大切に思っている人に気持ちを伝える事

として行われています。」 

 

上記解答例は、「～ます。」という表現が続くことで箇条書きのような印象を与えてしまう文章です。 

 

【修正例１】 

「クリスマスに家族や恋人など大切と思っている人に気持ちを伝えるため、プレゼントを贈る人が多いようで

す。」 

 

上記修正例では、文意を鑑みて箇条書きのような表現を修正いたしました。箇条書きのような短い文章が連続し

てしまうと、読者にとって読み難い文章になってしまいかねませんので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「11 月になると、繁華街や人通りの多い駅前では、夜になると鮮やかなイルミネーションが彩られます。」 

 

上記解答例では「～になると」という同じ表現が 2 回使用されているため、読者に読み難い印象を与えてしまう

文章です。 

 

【修正例 2】 



「11 月になると、繁華街や人通りの多い駅前では鮮やかなイルミネーションが彩られます。」 

 

上記修正例では、同じ表現となっている「夜になると」を削除し、文意を整えました。同じ表現の使用回数に注

意しながら読み易い文章構成を心がけましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「クリスマスに子どもや恋人など大切な人へプレゼントを送ることも、大きなイベントの 1 つです。」 

 

上記解答例では、「送る」は誤字となります。「送る」という表現は相手に物や情報を届ける際に利用する表現で

す。意味としては伝わるのですが、文意を考えると今回のような人に感謝の気持ちを込めてプレゼントなど物を

渡す場合は、「贈る」が正しい表現です。 

 

【修正例 3】 

「クリスマスに子どもや恋人など大切な人へプレゼントを贈ることも、大きなイベントの 1 つです。」 

 

上記修正例では、誤字を修正しました。誤字脱字は見直しを行うことで軽減することができます。 

文章を作成したら見直しを行うように心がけましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「クリスマスになると街が華やかに彩られ、多くのカップルがデートに出かけると思います。」 

 

上記解答例は、「～と思います」と主観的な表現が見られます。 

 

【修正例 4】 

「クリスマスになると街が華やかに彩られ、多くのカップルがデートに出かけるのではないでしょうか。」 

 

上記修正例は、「～ではないでしょうか」と主観的な表現を避けた文章例を作成しました。このような表現がある

文章は筆者の意見が強くなることが多く感想文のような内容になってしまいます。そのため試験では大きな減点

対象となってしまいますので、主観的な表現を使わないように注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「クリスマスになるとクリスマスツリーを制作したり、サンタクロースの服装になって子供にプレゼントを渡し

ている家庭もあります。」 

 

上記解答例は、一文に助詞である「に」が多用された文章です。また一文の中に並列を表現する「～たり」が 1

度のみしか使用されていません。 

 

【修正例 5】 

「クリスマスになるとクリスマスツリーを制作したり、サンタクロースの服装で子供にプレゼントを渡したりし



ている家庭もあります。」 

 

上記修正例では、助詞の数と「～たり」を 2 回使用し文意を調整いたしました。読者にとって読みやすい文章を

心がけるようにしましょう。 

 

 

問 2 黒板について 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。 

キーワード 1：チョーク キーワード 2：ホワイトボード 

 

【解答例 1】 

「学生時代に、黒板消しを窓から身を乗り出しはたいて、チョークの粉で咳込んだ思い出があります。」 

 

上記解答例では、「～思い出があります。」と主観的な表現がみられます。 

 

 

【修正例 1】 

「学生時代に、黒板消しを窓から身を乗り出しはたいて、チョークの粉で咳込んだ方もいるのではないでしょう

か。」 

 

上記修正例では、文脈を鑑み「～方もいるのではないでしょうか」と主観的な表現を避けた文章例を作成しまし

た。このような表現がある文章は筆者の意見が強くなることが多く感想文のような内容になってしまいます。そ

のため試験では大きな減点対象となってしまいますので、主観的な表現を使わないように注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「黒板のメリットとして、白色は膨張色であり目に優しいので、授業を集中して受けることができます。」 

 

上記解答例では、主語を省略したため文脈が不明確な文章です。 

 

【修正例 2】 

「黒板のメリットとして、書く際に使用するチョークは白色の膨張色であり目に優しいので、授業を集中して受

けることができます。」 

 

上記修正例では、「～書く際に使用するチョークは」と「白色の膨張色～」の場合の主語を入れ、文意を整えまし

た。主語を省略した文章は意味が通りにくく読みにくい印象を与えてしまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「ホワイトボードでは、文字を書く際にペンを使うので、手が汚れたり持ちにくくなることもありません。」 

 

上記解答例は、対等関係を示す「たり」が 2 回使われておりません。 

 



【修正例 3】 

「ホワイトボードでは文字を書く際にペンを使うので手が汚れたり、持ちにくくなったりすることもありませ

ん。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し文意を整える修正を行いました。また助詞の数も自然な文章になるよ

うに整えました。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「黒板に付属した黒板に付属で付いている「黒板消し」やチョークなど学生時代に目にしていた方は多いのでは

ないでしょうか。」  

 

上記の解答例では、一文に「黒板に付属～」と同様な表現が存在する文章です。また一文に助詞である「に」が

多用された文章です。 

 

【修正例 4】 

「黒板や付属で付いている黒板消し、チョークなど学生時代に目にしていた方は多いのではないでしょうか。」 

 

上記修正例では、文意が同じ表現となっている「黒板に付属」という表現を１つ削除し、助詞の数を整え自然な

形で修正いたしました。同じ表現を削ることで、すっきりとした印象の文章を作ることができますので是非参考

にしてください。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「電子黒板ではこれまで通りの板書はもちろん、図表や動画を映すことも可能でよりい視覚的に学習することが

できるようです。」 

 

上記解答例は、「よりい視覚的に」が誤字となります。 

 

【修正例 5】 

「電子黒板ではこれまで通りの板書はもちろん、図表や動画を映すことも可能でより視覚的に学習することがで

きるようです。」 

 

上記修正例では、誤字を修正しました。「より視覚的に」が正しい表現となります。 

特に WEB ライティングでは誤字脱字が起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

 

問 3 カレンダーについて 240 文字以上 300 文字以内で記述してください。  

キーワード 1：ポスター キーワード 2：デジタル  

 



【修正例１】 

「仕事や家庭でのスケジュールなど様々な用途でカレンダーは活用されています。」 

「ポスタータイプのカレンダーをスケジュールに活用している方も多いですよね。」 

 

上記解答例は、口語表現と文語表現が混在する文章です。 

 

【修正例１】 

「ポスタータイプのカレンダーをスケジュールに活用している方も多いのではないでしょうか。」 

 

上記修正例では「多いですよね」の口語表現を「～ではないでしょうか」という文語表現に修正を行いました。

このような口語表現がある文章は、場合によって読者に違和感を与えてしまうだけでなく、稚拙な印象を与えて

しまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「カレンダーというと風景や人などポスターをベースに、企業の広告宣伝に重宝されていたものですが、現在そ

の存在感もますます薄れてきたようです。」 

 

上記解答例では、全体的に長文となっているために主語と述語のねじれが見られます。 

 

【修正例 2】 

「カレンダーというと風景や人などをベースにしたポスター型のものが、企業の広告宣伝に重宝されていたもの

です。しかし現在その存在感は薄れてきているようです。」 

 

上記修正例では、文章を分けてねじれを直し修正いたしました。 

文中に表現のねじれが生じてしまうと、違和感を与えてしまう文章になりますので、注意しましょう。 

また、書き終えた文章を見直すだけでもこのようなミスを減らすことができます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「大切な予定の書き込まれたポスター型のカレンダーを、寝室などに貼っておくことで自然と確認ができます。」 

 

上記の解答例では、何の確認ができるのかの説明が不足しているため、意味が通じにくい文章となっています。 

 

【修正例 3】 

「大切な予定の書き込まれたポスター型のカレンダーを、寝室などに貼っておくことで自然とスケジュール確認

ができます。」 

 

上記修正例では、文脈を鑑みそれに沿った言葉「スケジュール」を補う修正しました。説明を省略した文章は意

味が通りにくく読みにくい印象を与えてしまいますので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 



【解答例 4】 

「カレンダーには Google カレンダーなど、オンラインのブラウザで閲覧できるデジタタイプのものもあります。」 

 

上記解答例は、「デジタタイプ」が誤字になります。 

 

【修正例 4】  

「カレンダーには Google カレンダーなど、オンラインのブラウザで閲覧できるデジタルタイプのものもありま

す。」 

 

上記修正例では、誤字を修正しました。「デジタルタイプ」が正しい表現となります。 

特に WEB ライティングでは変換ミスが起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「私はデジタルのカレンダーにてスケジュールを管理しています。」 

 

上記解答例では、「私は～しています」と主観的な表現がみられます。 

 

【修正例 5】 

「デジタルのカレンダーでスケジュール管理している方もいらっしゃるのではないでしょうか。」 

 

上記修正例では、文脈を鑑み「～ではないでしょうか」と主観的な表現を避けた文章例を作成しました。このよ

うな表現がある文章は筆者の意見が強くなることが多く感想文のような内容になってしまいます。そのため試験

では大きな減点対象となってしまいますので、主観的な表現を使わないように注意しましょう。 

 

 

問 4 防寒対策について 320 文字以上 400 文字以内で記述してください。 

キーワード なし 

 

【解答例 1】 

「防寒対策には服を重ね着したり、マフラーや手袋などの防寒グッズを身につけるなど様々です。」 

  

上記解答例では、対等関係を示す「たり」が 2 回使われておりません。 

 

【修正例 1】 

「防寒対策には服を重ね着したり、マフラーや手袋などの防寒グッズを身につけたりと様々です。」 

 

上記修正例では、「～たり」を 2 回使用し文意を整える修正を行いました。また助詞の数も自然な文章になるよ

うに整えました。読者にとって読みやすい文章を心がけるようにしましょう。 

 



-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 2】 

「防寒対策にいいとされているのは、首、手首、足首の 3 つの首を温めることがいいとされております。」 

 

上記解答例では「いいとされている」という同じ表現が 2 回使用されているため、読者に読み難い印象を与えて

しまう文章です。 

 

【修正例 2】 

「防寒対策は、首、手首、足首の 3 つの首を温めることがいいとされております。」 

 

上記修正例では、文意を鑑みて、「いいとされている」という表現を 1 つにいたしました。同じ表現の使用回数

に注意しながら読み易い文章構成を心がけましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 3】 

「四季が豊かな日本では、冬が近くなると気温が下がり寒さを防ぐために対策が必要になってきます。」 

 

上記解答例は、一文に助詞である「が」が多用された文章です。 

 

【修正例 3】 

「四季が豊かな日本では、冬に近づくと気温は下がり寒さを防ぐための対策が必要となってきます。」 

 

上記修正例では、文意を鑑みて助詞の数を整え自然な形で修正を行いました。同じ助詞を多用してしまうことで、

読者に読み難さを与えかねませんので注意しましょう。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 4】 

「手具備に手袋をはめるなどして寒さから守ることも防寒対策の１つです。」 

 

上記の解答例では、「手具備」が誤字になります。 

 

【修正例 4】 

「手首に手袋をはめるなどして寒さから守ることも防寒対策の１つです。」 

 

上記修正例では、誤字を修正しました。「手首」が正しい表現となります。 

特に WEB ライティングでは変換ミスが起こりやすいので、一度作成した文章は見直しを行うことをおすすめい

たします。見直しを行うことで誤字脱字だけでなく、文章が不自然になっていないかなどを確認することもでき

ます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【解答例 5】 

「冷えは万病も元と言われております。」 



 

上記解答例には助詞の使用方法に誤りが見られます。 

 

【修正例 5】 

「冷えは万病の元と言われております。」 

 

上記修正例では、文脈を鑑み正しい助詞を使用する修正を行いました。 

助詞の誤使用は読者に違和感を与えてしまうものです。書き終わった後に文章の見直しを行うだけで、間違え

を見つけることができます。助詞の誤使用には注意しましょう。 

 

 

実技 ライティング問題の総合的な減点箇所 

 

 

今回受験頂いた方の内、惜しくも不合格となられた方々に共通する減点箇所としては、主観的な表現の多様、助

詞の連続使用や使い方、口語表現と文語表現の混在などが多く見受けられました。その他では、誤字脱字や短文

が連続した文章などが目立っております。 

 

特に、主観的な表現は感想文のようになり読者に読み難さを与えてしまうだけでなく、クラウドソーシング上で

も非承認になりやすい文章ですので注意しましょう。 

 

また一文に情報を詰め込み過ぎてしまうと、助詞の連続使用や不自然な表現など意図しないミスが多くなること

があります。ライティングを終えた際には文章の見直しを行うことで、誤った表現や意味が通り難い文章の有無

などを確認することができます。 


